
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 祭りの賑わい 」 

 
 
 
 

鶴岡地区医師会        18 年１２月号 



医療学術懇話会 

日時：平成 18 年 11 月 16 日（木） 

場所：東京第一ホテル鶴岡 

 

『  排尿障害診断治療の実際 』 

― 過活動膀胱を中心に ― 

山形大学医学部附属病院泌尿器科 

冨  田  善  彦  先生 

 

人口老齢化が進む中、「排泄」に関する問

題は医療・福祉のひとつのメインテーマとし

て考える必要がありますし、形はさまざまだ

と思いますが、医療関係者はすべてこの問題

と取り組まざるを得ないわけです。脳血管疾

患後遺症など重度の介護を必要とする患者

さんはもちろんですが、実は多くの人々が

「排尿」についての症状も持ち、悩んでいま

す。その中で最も多い悩みは，尿の回数が多

い「頻尿」です。 

  2003年に排尿機能学会による約 1万名

の 40歳以上の男女を対象とした排尿に関す

る本邦における疫学調査の結果が報告され

ました。この結果からは実に約 810万人が、

いわゆる「頻尿」の症状を中心とした以下に

述べる「過活動膀胱」であると推定されまし

た。 

ところで「頻尿」と一口に言っても、回数

が本当に多いのか，回数が多くて尿量は少な

いのか、糖尿病や尿崩症のように尿量自体が

多いために回数が多いのか、など病態の把握

が簡単ではありません。さらに、いわゆる「頻

尿」を主訴とする場合だけでなく、尿意切迫

感や尿失禁、夜間尿も重要な訴えとなりうる

ことも明らかになってきました。この病態の

整理のために、International Continence 

Society (国際禁制学会)では 2002 年から過

活動膀胱(over active bladder/OAB)の概念

を世界的に提唱し、症状に基づいた診断と、

それに基づいた有効な治療法を行うこと推

進してきました。2005 年には日本排尿機能

学会において、過活動膀胱診療ガイドライン

が作成・出版され、日本においても「過活動

膀胱」を適応症とした薬剤が発売されるなど、

「頻尿」の治療は大きく変化してきています。 

過活動膀胱の原因は非常に多彩で、時に泌

尿器科専門医の診断治療が必要となること

がありますが、その多くはアルゴリズムに従

い診断・治療を進めていくことで可能です。

本講演では、この「過活動膀胱」の診断治療

についてポイントを抑えながらお話したい

と思います。 



第 25 回庄内医師集談会 

日時：平成 18 年１１月 26 日（日） 

場所：3階講堂 

 

学術広報部  部長  中  村  秀  幸 

 

去る１１月２６日に第２５回を迎える庄内医

師集談会が当地区の当番で、センター講堂で開催

されました。 

  私は、学術担当理事ということで、集談会の代

表幹事を務めさせていただきました。伊藤末志先

生、三科武先生を始め、諸先輩の暖かいご指導と

事務方の方々の支援をいただき準備を進めて参

りました。 

                                  最近は、開 

業医の先 

生の演題 

が極端に 

少なく、当 

初のはつ 

らつとし 

て 新鮮な

雰囲気が希薄な傾向で何とか打開したいとの思

いがありました。今回鶴岡の方では、五十嵐裕先

生や斉藤憲康先生、三原先生などの演題を提出し

ていただき、一般演題は 18 題でした。セクショ

ンの割り振りがうまくいかず座長の先生にはご

苦労をおかけしました。しかし、全体としては病

院の演題とのバランスも比較的よかったかなと

感じています。 

運営に関しては、発表時間をあまり気にしない

先生もいらしたり、白熱した討論で時間が大幅に

遅れてしまったりと、恒例とはいっても反省して

います。興味深い発表も多く、確かに 6分の発表

時間では不十分な印象もあります。発表や討論時

間の見直し、スライドの枚数制限の撤廃、抄録は

メールでも可にしてほしいなど、いろいろ貴重な

意見をいただきました。今後の運営の参考にして

まいります。 

  後半に企画した、医療連携パスのシンポジウム 

は、各演者 

のまとま 

りのある、 

よく練ら 

れた発表、 

フロアか 

らの熱心 

な討議であっという間に予定の時間となりまし

た。中目会長の名座長ぶりも光り、非常に有意義

なものになったのではと、自画自賛しております。

今回の企画にて酒田での連携パスの機運と現在

の具体的な進捗状況がよくわかりました。酒田で

は、病院の糖尿病の専門医を中心とした開業医と

のネットワーク作りから、まずは診療レベルを底

上げする原動力としたいとのこと。強調されてい

たのはやはり、キーステーションとなる基幹病院

の情熱を持ったリーダーの存在と、それを支える

関連スタッフ、それを取り巻く各医療機関の顔の

見える関係のようです。その背景にはやはり、日

本海病院と市立酒田病院との合併問題が透けて

みえます。 

  鶴岡では、 

荘内病院の 

整形外科、 

田中先生を 

中心に、湯 

田川温泉リ 

ハビリテー 

ション病院と協立リハビリテーション病院との

運営形態の異なる病院同士のパスから運用が始

っております。鶴岡では何と言っても、三原先生

が IT を活用したスムーズで風通しのよいパスに

進化させくださっております。今後の両地区の連

携パスの発展を期待しています。 



外部評価委員会について 

鶴岡地区医師会 

                                      会長  中  目  千  之 
 
  １２月３日、午前９時より当地区医師会として

は、はじめての試みである外部評価委員会が開催

された。厳しい医療環境の中にあっても成長し続

ける組織を目指し、外部の声を聞く組織、外部の

声に変わる組織、外部の声に主張できる組織をモ

ットーに開催された。委員は、筑波メディカルセ

ンター理事長  中田義隆氏、同事務局次長兼副院

長  鈴木紀之氏、荘内銀行頭取町田  氏、横浜労

災病院院長  藤原研司氏、山形市立病院済生館館

長  平川秀紀氏（紙上参加）、尾形サービス商会

取締役  尾形昌彦氏の６名で構成され、１ヶ月前

に資料を各委員に配布し、事前にメールで質問を

受け準備をした。当日の会では、各委員に「評価」

と「提言」を柱としたご発言をお願いした。当方

は、理事、役員のほか職員      名も同席し質疑

に参加した。 
議題；（１）各施設の運営についての評価 

健康管理センターの人件費が４８．６％は高す

ぎる。山形市の検診センターでは３９．６％（平

川）、筑波メディカルセンターでも３０%台である
（鈴木）。老朽化、狭隘化の問題と受診者の待ち

時間の改善が必要（尾形、実際に受診してみて）。

湯田川病院では原価計算、ＡＢＣ分析の導入（平

川）、コスト削減委員会の設置（鈴木）。筑波メデ

ィカルセンターでは専任の削減担当者を配置し

ている（鈴木）。 
会計全般では会計が見づらく、一般会計を経由

する繰入方法が会員にわかるのか？ 
管理会計は部門収支に配賦したほうがいい（尾

形）。 
（２）医師会の組織体制と人材養成について 

この規模になれば人事管理、財務管理をする中

枢機能が必要（尾形）。 
現在の総務部が統括的な仕事を担当すればよ

い（町田）。本部は肥大化し、権威的になるので

本部制を導入する場合はこの点を考慮（町田）。

人材養成は職務の段階において体系だった研修

を行う。新入社員教育、中堅社員教育、新任管理

職研修（コーチングや考課者訓練）など（尾形）。

職員一人ひとりに研修費を貼り付けて研修させ、

研修の査定は厳しく行いモチベーションにつな

げている（中田）。  
（３）講評：町田頭取より 

経営全般の考え方、人材の養成、評価のあり方

などについてこれまでの経験をもとにお話をい

ただいた。 
（４）給与制度と人事考課等について 

現在の給与体系は年功序列化しすぎており、職

務給を考えるべき（町田）。 
寒冷地手当は平成２２年に廃止となっている

が、前倒しし、これを原資に評価に連動した給与

体系を考えたらどうか？（尾形）。 
評価結果を給与に反映するのは、離職につなが

るので、現在のような賞与だけでいい（中田）。 
単年度成績主義のみでは職員の不満が高くな

るので、単年度目標管理とキャリアアップに 
向けた成長の目標管理の両面が必要（中田）。 
人事考課では、評価者機能制度を導入して評価

者の育成をしないと現在の３６０度評価方法は

機能しないと思われる（尾形、鈴木）。 
当センターでは人事考課のための目標が年度初

めに上司と本人との間で話し合われており、到達

度も両者で明確にされている（中田）。 
人事評価に関する委員会を立ち上げ、「評価者

の研修体系」「評価反映が賞与だけでいいのか」

等他企業の例を参考に、職員のモチベーションの

向上につながる賃金体系、評価方法を検討してい

くべき（尾形）。 



以上、各委員からだされた主たる提言をのべた。これまでは、医師会という特殊な、あるいは特異な

土俵で運営が行われてきたが、これからは会社として企業として経営、運営をしていかなければならな

い時代に入ったということを痛感した。外部評価委員会は開催することが目的ではなく、優良企業とし

ての組織に生まれ変わるための出発点としなければならない。 
（文中  敬称略）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



決意あらたに！27 名緊張の載帽式 

日時：平成 18 年 11 月 14 日（木）13:30～ 

場所：3 階講堂 

 
今年で 48 回を迎えた載帽式。練習中にろうそくの灯を持ったまま倒れられたハプニングがあって、

教務も学生も緊張した式でした。祝賀会で 2年生が実習の場面を再現した寸劇は 1年生に今後の学習に
更なる誓いを持たせることができました。以下は載帽式を迎えられたことを素直に書き表した感想文で

す。 
五十嵐  茉 由 

  初めての載帽式を迎えて、よくここまでこれたなぁと思いました。入学したころはここまで来れるの

かすごく心配でした。しかし、アッというまに半年間を乗り越えることができてとりあえず、本当に良

かったです。 
  また、これから始まる実習に向けての気持ちを高めることができました。この半年間以上に大変にな

るのだろうと思いました。実習を乗り越えるためにも、一番に体調管理をしっかり行わなければならな

いことを自覚しました。看護する立場として本当に大切なことなのだと思います。健康に元気よく実習

できるように頑張ります。 
  最後に看護の道に進まなければ迎えることのない載帽式を今日迎えることができ、本当に嬉しかった

です。まだまだ自分が身につけた基礎看護技術は未熟で、ナースキャップを載いていいのか不安な部分

もありますが、載いたからにはこれからたくさん身につけていけるよう頑張って行きたいです。 
   
  金  内  麻  美 

  入学してからやっと半年が過ぎて、ようやく載帽式を終えることができました。本当に感動して泣き

そうになりました。今までの学校生活の事や看護師になると決めてから仕事を辞めたり、家族に納得し

てもらうまでの様々なことが思い浮かんできて、ようやくここまで来たことにホッとしました。でもこ

れからが本当の厳しさが待っているのだと思いました。自分で決めてこの道を進んでいるのだから、必

ず最後まで目標に達するまで、頑張ろうと改めて思いました。弱気になった時は今日の日のこの感動を

思い出して行きたいです。もう少し若かったら親にも載帽式を見せてあげたかったです。ナイチンゲー

ル誓詞も自分を含めて他人任せなところがあったけれども“ただ言えばいい”という考えから少しずつ

みんなが変わって、式にふさわしく立派に言いたいと思って取り組めたことがとても嬉しかったです。

本番は一番の出来だったと思います。 
  



 
 
 
ハローナース 10 周年に思うこと 

湯田川温泉リハビリテーション病院 

デイケア室科長  佐  藤  ゆき子 
訪問看護ステーションハローナース開設 10 周

年おめでとうございます。   
去る 11月 17日（金）グランドエルサンに於い

て 10 周年記念祝賀会が行なわれ、中目会長や齋
藤前会長による開設までのいきさつ等・初代地域

福祉センターなえづ所長の斎藤昭子さんからの

祝辞・土田副会長による乾杯のあいさつ・スライ

ドによる思い出コーナー・中目会長の見事な手品

披露・北朝鮮の美女（美男）軍団に負けず劣らず

のハローナース職員の踊り・中目会長と土田副会

長を泣かせてしまった花束贈呈など、盛りだくさ

んな内容で、10 年前にタイムスリップしたよう
でとても楽しく懐かしいひとときを過ごすこと

ができました。 
  平成８年５月地域福祉センターなえづの中に

開設し、当初所長だった私を含め、看護師 4 名、
新人事務員 1名の計 5名のスタッフでスタートし
た職員も今では２１人の大所帯となりました。場

所も手狭になり地域福祉センターなえづから今

の旧 NTT寮だった所へ移転しました。 
  地域福祉センターなえづにいた時は社協の職

員の皆さんに毎日暖かい声をかけて頂き、斎藤元

所長さんには母親のように面倒を見て頂き安心

して勤務することができとても感謝しています。

又、ここでの社協の皆さんとの出会いはとても貴

重なものになっており、今の職場でも役に立って

いますし、一生私の宝物になることでしょう。 
  10 年を振り返ると、いろいろなことがありま
した。24時間連絡体制での当番で、夜 12時頃温
海の越沢まで死後処置に行ったこと。利用者の家

族にお説教され、1時間正座させられたこと。大
吹雪の中命がけで訪問に行ったこと。家族に性の

悩みを打ち明けられ困ったこと等・・・・・。今

思うとどれも懐かしい思い出です。 
  在宅で過ごしている医療依存度の高い利用者

にとって、自宅で安心して生活するには訪問看護

は不可欠です。これからも訪問看護を必要として

いる利用者のために今後もハローナースの職員

には体に気をつけてがんばって欲しいと思いま

す。 
  終りに、利用者をご紹介下さり、ハローナース

を支えてくださった医師会の先生方に感謝を申

し上げると共に、ハローナースの益々の発展を願

っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハローナース開設時職員 

 
訪問看護での出会い 

訪問看護ステーション  ハローナース 

所長  長谷川  典  子 
早いもので訪問看護ステーションハローナー

スがスタートして１０年がたちました。私は平成

９年１月に健康管理センター検診課より異動で

訪問看護ステーションに勤務しました。地域福祉

センターなえづ内に事務所があり、とても新しい

建物で気分よかったのですが、それとは反対に建

物の周りはまだ開発整備途中で主要道路は砂利

道で訪問車がガタガタと横揺れ状態、あげくに大

型ダンプから煽られたり、初回訪問では道に迷っ

たりまた、違う家にお邪魔したりと訪問の行き帰

りは気合いをいれて運転していました。当時は在



宅サービス自体がまだそれほど普及していなく、

鶴岡市のなかでも田舎方面だと、福祉を利用する

こと事態御法度の風習？があり、社名入りでの訪

問車で来られると困るといわれた家庭もあった

ようでした。いろんな家庭があり、家族背景があ

り、その中で利用者にとって必要な看護をどのよ

うに提供できるのか、たくさんの利用者、ご家族

と出会いを通して、訪問看護は利用者をとりまく

さまざまな環境等を考慮した上での看護体制を

整えなくては難しいことを教わりました。それと、

訪問看護を通じてさまざまな主治医の先生方に

も出会うことが出来き、在宅療養を続けるには、

主治医との関わりがとても重要視されているこ

とを実感しました。これまで訪問看護を続けてこ

られたのも、たくさんの人たちと出会い、「あり

がとう」という感謝の言葉を頂くたび、訪問看護

をしていてよかった、明日もがんばろうという思

いになれたのだと思います。在宅で安心して老後

を過ごしたいと希望される方の力になり、より自

分らしく生きていきたい方のお手伝いをこれか

らもサポートしていきたいと思います。 
これまで私たちを支えてくださった中目会長

先生はじめ、現在の担当理事でもあります、土田

副会長先生、並びに諸先生方及び職員の皆様には

本当に感謝致しますと同時に、これからも引続き

宜しくお願い致します。 
 
10 周年を迎えました 

ハローナース  佐  藤  和  佳 

  平成 8年 4月に「地域福祉センターなえづ」を
拠点とし、5人のスタッフでスタートしたハロー
ナースは、今年で 10 年目を迎える事ができまし
た。 
  開設当時の「なえづ」の周囲は道路も舗装され

ていず建物もまばらで、目の前の道路で行なわれ

ていた行事に参加させていただいたことはとて

も楽しい思い出です。 
  訪問看護ステーションは開設されましたが、私

達 4人の看護師は訪問看護の経験が殆どなく、当
初は全てが不安だらけで手探り状態の毎日でし

た。その上なかなか訪問看護の依頼がなく、不安

は募るばかりでした。そんな時、中目先生から待

望の紹介を頂き、皆で大喜びしたことを覚えてい

ます。この方は、「どん兵衛きつねうどん」が大

好きで、あっという間に完食される方で、家族の

方にも大切にされ、いつも私達の訪問を心待ちに

してくれていました。 
  その後は順調に利用者も増え、在宅を取り巻く

制度や環境も変わり、ハローナースのスタッフも

約 3倍まで増えました。そして、訪問看護より沢
山のことを学び、沢山の貴重な経験をさせて頂く

事ができました。家の中に他人が入る。という事

に対しては誰もが抵抗があると思います。私達は

そんな思いを配慮しつつ、少しでも利用者のQOL
を向上し、家族の方の介護負担が軽減できればと

いう思いでこれからも訪問していきたいと思い

ます。 
  また去る 11月 17日には、グランドエルサンに
於いて、10周年祝賀会が盛況に行なわれました。
これまでの写真を見ながらのナレーション、思い

出話、エピソード、余興、歌など内容は盛り沢山

で、懐かしい人達とても楽しい一時を過ごすこと

ができました。中目先生の「マジックショー」と

「UFO」は大盛況でエンターテイナーとしての素
敵な一面を見せて頂くことができました。 
  そしてハローナースは、これからも 10 周年、
20 周年を目指して頑張っていきたいと思います
ので、これからもどうぞよろしくお願いいたしま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在のハローナース職員 
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趣味は焚き火 
真  家  興  隆（鶴岡協立病院皮膚科） 

 
かきねの  かきねの  まがりかど 

    たき火だ  たき火だ  おちばたき 

     「あたろうか」「あたろうよ」 

    きたかぜぴいぷう  ふいている 

                    巽  聖歌（昭 16）  

 
  大昔、人は焚き火で暖をとり、 

猛獣から身を守ってきた。それ 

が潜在意識にあるのか、ヒトは 

火を見ると、何ともいえぬ安ら 

ぎと畏敬を感じるようである。 

大文字焼きに大勢の市民が見入 

り、若草焼きに、毎年、十数万 

の人出があるのも、そのためで 

あろう。 

  ところで近頃、焚き火をとん 

と見かけなくなった。特に平成 

13年、ダイオキシン対策として、所謂、野焼き禁

止令が施行されてからは、なお更である。家庭で

はオール電化が進み、ガスも装置の中で燃えるの

み。今時、人が火に親しむ機会は少ない。 

 

山  焼  き 

  ところが鶴岡では、今でも天を焦がさんばかり

の盛大な焚き火が出来るのである。それは山焼き。 

  小生、この十年ほど毎年、湯田川温泉隣りの田

川集落で、焼き畑赤蕪栽培に参加している。赤カ

ブは杉の腐葉土を好むので、焼き畑は前の年、杉

を伐採した山で行われる。 

  山焼きは八月中旬の好天を見計らい、火がよく

見えてコントロールし易いよう、夜に行う。午前

零時を期し（消防署に届けた時刻）、山主が山の

斜面の上端で火をつけると、赤蕪栽培に参加する

集落の人達が、その火を次第次第に、麓に向かっ

て焼き降ろす。草や灌木は予め刈って乾燥させて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あり、また、伐採した杉の大枝小枝が沢山あるた

め、火はバリバリと盛大に燃える。 

  夜のうちはよいが、朝になり、やがて真夏の太

陽が昇ってくると、下からは炎にあぶられ、上か

ら陽に照らされて、文字通り炎天下の作業。山焼

きは、なかなかの重労働である。焼き終わる頃に

はヘトヘトだが、”これで１年分の焚き火をやっ

た。”と、一種、爽快な気分になる。 

 

 

 

 

山  焼  き  風  景 



赤 蕪 栽 培 

  山焼きが終わると、その日のうち 

にカブの種まきである。だいたいが 

急な斜面なので、均等に蒔くのが難 

しい。 

  しかし、蒔いてしまえば、後は収 

穫まで何もすることがない。病虫害 

を起こす菌や虫の卵は、きれいに焼 

殺されているし、雑草の種も同様。 

肥料は杉の木が、伐採されるまで百 

年かけて降り積もらせた杉葉の腐葉 

土である。 

  また、赤蕪は連作を嫌うので、翌年、同じ場所

にカブ作りは出来ない。その山には次の年、集落

の人たちが、お礼奉公で杉苗を植える。それ故、

同じ山で赤蕪栽培するのは、百年後、杉が大きく

育って伐採される時となる。 

  まとめれば、田川の焼き畑赤カブは、”同じ 

山からは百年に一度だけ採れる無農薬、無化学肥

料の有機作物”となる。 

 

赤  蕪  漬 

  八月に蒔いたカブは、山に霜が降りる 11 月に

収穫する。それを病院１と評判のカブ漬け名人、

Ｉ婦長の指導で漬けてみた。暗紫色のカブを酢に

浸すと、サーッッと鮮紅色に発色する。何か、中

学校の頃の化学の実験を想い出す。桶に入れ、河

原で拾った石を適当に乗っけておくと、３週間で

立派な赤カブ漬が出来た。 

  その後、毎年カブを漬けているが、最近は師匠

のＩ師長、”私よりも、お上手です。”と、ほめて

くれる。 

 

赤蕪ランタン 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤蕪漬に適するカブは、大きさが LLサイズの 

温州ミカンほど。それより大きくなると、味が落

ちる。そのため、時期になると集落の人たちはこ

まめに山に入り、選って採集している。  しかし、

小生の収穫は１シーズン１度のみ。どうしても育

ち過ぎが出てしまう。大方はそのまま山に置き捨

てるが、形の良いのを選んで、ランタンを作る。 

  まず、カブの中身をくり抜く。次いで、色のつ

いている外皮の部分を、好きな模様に薄く彫り取

ればランタンができる。中にロウソクを入れ、火

を灯すと、これがなかなか綺麗なのだ。 

  今年はイノシシでも彫ってみるか、などと思っ

たりした。 (2006.11.18) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

我が家のペット達 

赤蕪ランタン、育ち過ぎの赤カブでつくる。 



私のお勧めの店 
                その 14 

横  山    靖 

 

今回は魚にしようと思ったが、さておい

しい魚料理のお店はと考えるとこれが困る

のである。それはおいしい店がないという

ことではなく、それどころか魚のおいしい

店がたくさんありすぎるからだ。何といっ

ても庄内浜の魚はうまい。うまくて新鮮な

のだから、どこで食ったてうまいのだ。ま

して刺身や塩焼き、煮付けなどはそれぞれ

の家庭で食べる味が一番といえるかもしれ

ない。それで考えたのだが今回はおいしい

店を紹介するより、この時期のおいしい、

そして私の好きな魚を紹介しようと思う。

それに庄内でも、意外と魚のことは知らな

い人が多いのだ。 

さて、私がこれからの時期に一番楽しみ

なのは、ナメタガレイの煮付けである。こ

のナメタガレイは正式名称はババガレイと

いわれる。庄内の一部では泡立ちガレイと

か泡吹きガレイとか呼ばれる。ナメタガレ

イのナメタは滑多という漢字が当てられ、

ババガレイのババは婆さんという意味、泡

立ちは読んだごとくで、それぞれこのカレ

イの特徴をそれぞれうまく表している。つ

まりは表面は茶色の斑点が目立ちあまりき

れいでなく、泡を吹いたようにヌルヌルし

ている、まったく見栄えのしないカレイで

ある。しかし、このカレイが煮付けにする

とうまいのだ。もう、うまいなんてもので

はない。その白身はしっとりして、潤いが

あり、その肌理の細かさは尋常ではない。

しかも煮付けの汁とは完全にしっぽりとな

じむ相性の良さである。もうこれだけで驚

いてしまうおいしさだが、皮と身の間の部

分など、コラーゲンたっぷりでまさにトロ

トロ状態なのである。さらに縁側にいたっ

ては、書いていてもヨダレがでそうだが、

もう口の中で完全にとろけてしまう。まさ

に溶けてなくなるとはこういうことをいう

のだ。それにしてもぱっとしない外観とは

大違いで、醜いアヒルの子もビックリのう

まさである。もう煮付けに関しては、この

ナメタガレイを食べてしまってはもう他の

カレイは食べられない。それにしても、こ

んなにしっとりの美白の食べごろ美女に、

ババとはまったく失礼な話である。また煮

付けといえば、翌日の煮こごりも大きな楽

しみだ。何せコラーゲンたっぷりの魚だか

ら、そのコラーゲンの染み出した煮汁はプ

リプリに凝縮している。それを熱いご飯に

かけるとふたたび溶け出し、そのままご飯

とまぶして食べれば美味この上なしである。

まさにナメタガレイはこれからがおいしい

時期だが、宮城や三陸の方では正月にはナ

メタガレイの煮付けを食べる習慣なので、

どうしても１２月は相場でも値が上がるの

が残念だが、ぜひともみなさんに食べてい

ただきたい逸品である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

～  編 集 後 記  ～ 

伊  藤  末  志 

忘年会を兼ねた各種学会、研究会も終わりに近くなりました。開業医も同様でしょうが、勤務医には

この時期１年の集大成とも言うべき研究報告が待っており、忙しさが増します。当地区医師会担当の第

２５回庄内医師集談会は診療所からの発表が増加し、本来の姿に戻りつつありますし、シンポジウムで

は「医療連携パス」が取上げられ大変意義ある会になりました。シンポジストの皆様ご苦労様でした。 

  今月始めには、当地区医師会の外部評価委員会が開催されました。初めてのことでもあり、医師会役

員および担当職員は相当緊張していたようですが、無事終わることができました。委員会前日には外部

評価委員のお一人である筑波メディカルセンター理事長の中田義隆先生の「筑波メディカルセンターの

歩んできた道・これからすすむべき道」と題した講演があり、講演の後半では「地域医師会と連携した

小児救急医療」のお話しがありました。地域医師会からは現在１１名（４５歳～７０歳）の小児科単科

標榜医と内科・小児科標榜医が、平日の準夜（２２時まで）に毎月１回小児救急医療の支援を行ってい

るとのことです。いずれも地域医療支援病院の登録医だそうです。ちなみに荘内病院の登録医には小児

科医はおりません。医師会からの支援の効果としてはセンター小児科医の負担軽減だけでなく、医師会

の先生方との相互理解、研修医などへの接遇教育などをあげておりました。 

  今、全国的にも小児医療（および小児救急・新生児集中治療）の集約化・重点化計画の策定が進めら

れています。また、当地でも休日・夜間診療所の小児救急を含めた運営についての検討がなされている

ところです。荘内病院には庄内地区に１箇所のＮＩＣＵが認可される予定になっております。その時は

荘内病院で現在行われている夜間小児救急体制の維持が困難になるのは目に見えています。小児に限ら

ず診療時間外の一次救急医療も「かかりつけ医」が担う、ごく当たり前なことをやっていけないのかを

考える来年になりそうです。 

  それでは皆様良いお年を。 

 

 

「 祭りの賑わい 」 

                                                           桜  井    晋 
  庄内三大祭りの一つに数えられている“犬祭り”の一コマです。尻ハショイに脚半姿で、保

育園児が慣れない手つきで毛槍を振る可愛い姿に沿道の人達も思わず微笑みました。 

  他に「奴振り保存会」の方々の指導を受けた中学生が毎年行列の先頭に立って奴振りを披露

している。 
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